
Title 利子説明の基礎に関するボエム・バヴエルクとクラークとの論争（上）
Sub Title
Author 金原, 賢之助

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1921

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.15, No.8 (1921. 8) ,p.1162(100)- 1173(111) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19210801-

0100

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


贫
-
r

c-
-

>r
.
 H

O
I).

.：
刺
.
錄

.
WT
rf
說

叨

の

趣

礎

に

關

す

る

^
エ
ム
今̂
グ
^

^

’
ク

と

ク

ラ

一

グ
^
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爭

每

八
^

1
3
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に
意
味
が
あ
る
か
らで
あ
る
。
其
れ
，は
單
に
ェ
場
：ェ

業
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之
を
示
さ
ぃ
'る
も
の
ぁ
ぢ
。
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て
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&
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以

锏
度
の
，發
達
や
都
市
人
ロ
の
集
中
作
用
に
就
て
述
べ
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丈
け
で
な
く
エ
揚
制
度
の
發
達
に
依
つ
て
都
#

に
集
め
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ら
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^
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即
無
產
^

^
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か
都
市
に
來
る
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.至
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..迄
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如
何
な
る
經
週
を
通
つ
て
來
た
か
を
明
か
，に
し
て
お
く 

の
は
本
稿
の
目
的
で
ぁ
る
ー
、
ナ

夂

*
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双
期
の
都
市
生 

活
の
.
暗
黑
爾
の：

一
部
を
說
明
す
る
上
に
非
常
妃
都
合
が 

「

いA

か
ら
で
ぁ
る
。：

以
下
斯
の
如
ぐ
0

て
都
巾
に
集
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た
人
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の
生
活
の「
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を
窺
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て
み
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賢

之

助

：

資
本
.の
本
.質
は
具
：體
性
な
b
や
油
象
性
な
り
や
k
關

，
忙

拟

：
、.與

8
切

^

^

彳

备

別

女

段
f

來
今
H

R
至
る
.迄
甲
.論
乙
駁
未
だ
意
見
の
一
致
を
見
ざ 

る
の
有
様
な
り
。
余
は
本
誌
前
月
號
に
於
て
ク
ラ
ー
ク 

敎
S
の
資
本
の
機
能
に
關
す
る
說
の
大
要
を
紹
介
し
ボ 

;H

ム
o
パ

グ
工
ル
ク
の
之
に
對
す
る
批
判
を
述
べ
た
れ 

.ど
も
、
實
化
斯
る
意
見
の
：不
.ー
致
は
一
方
が
資
本
の
具 

體
牲
を
-壬
張
す
る
に
反
し
て
他
方
が
資
本
ビ
資
本
財
ど 

:の
間
に
^
麗
な
る
M
)j
i
を
存
せ
し
め
ん
^
す
る
R
因
る 

も
の
に
し
て
.、
.嘗
て
此
問
題
^
就
て
彼
等
が
大
西
洋
を 

挾
み
て
花
々
し
刍
論
戰
^
カ
め
^
こ
ビ
は
世
人
の
記
[1 

ね
存
す
る
所
な
る
ベ
し
。
斯
ぐ
の
如
、

r、

見
地
に
立
て
る 

彼
等
か
利
子
-0
說

明

に

_

し

て

も

意

見

の

抒

格

ぁ

る

a 

a
の
當
然
な
&

吾
人
は
次
に
聊
か
彼
等
の
利
子
に
關 

す
る
論
#

を
略
述
す
べ
し
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又
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も
の
：に
.し
で

此
命
題
こ

利
子
學
說
の
心

髓

を

成

す
 

も
の
な

な
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而
し

て

主

觀
的
評
.價
の
結
果
が
客
觀
的
交 

換
惯
値
を
決
定
す
る
も
の
な
る
が
故
^
、
現
莊
財
は
槪 

し
：て
：同
秫
同
量
の
將
來
財
ょh
も
高
き
交
换
價
値
及
價
：. 

格
を
有
す
る
.も
の
な
h

o
rf
f
fし
.て
此
現
象
は
數
個
の
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因
，を
有
す
^
も
の
な
り
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へ
其
第
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一

は
現
狂
及
將
來
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け
る
慾
窺
及
準
備
の
相
違
に
存
す
焱
も
の
な
り
。
第
二
つ 

は
將
來
の
慾
頻
及
興
を
滿
足
す*へ，き
財
を
低
く
見
積
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こ
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な
り
？
最
後
の
遡
由
は
、

y

現
在
財
は
技
術
上
の
理. 

由
に
ょ
b
て
愁
望
滿
足
の
：爲
に
：.1»:
優
れ
た
る
も
の
：に 

し
て
、
從
っ
て
將
來
財
ょ
り
も
高
ぎ
限
界
效
用
を
有
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間
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れ
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か
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ら
し
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が
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も
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な
る
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合
を
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は
ん
に
 ヽ
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は
贷
附
の
場
合
な
h
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：；贷
附
は
現
在
財
を
將
來
財
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に
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換
す
る
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合
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又
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同
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併
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將
來
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丨
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翌
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丨
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完
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旦
自
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1
な
る
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を
得
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し
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。
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現
祐
及
將
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す
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所
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の
結
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概
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な
り
。
從
つ
て 

借
主
は
現
在
受
く
る
貨
幣
を
彼
が
將
來
與
ふ
る
；

£

の
よ 

b
大
な
る
金
额
の
貨
m

k
よ

て

購

ぅ

I
ビ
、
な
る
ベ 

U

o
斯
く
し
て
彼
は
打
步(agio)

或
は
割
增(

p
r
e
m
i
u
m
)

 

を
拂
は
，ざ
る
べ
.か
ら
中
。
：此
打
步
は
即
利
子
な
り
。
依 

て
利
子
ど
は
现
在
財
及
將
來
財
の
間
に
於
け
る
價
値
.の 

相
違
よ
^V

最
も
直
.接
に
生
中
る
レ

の
な
り
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濟
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產
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し
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す
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打
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る
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較
し
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現
在
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ふ
る
財
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せ
.る
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瓶
0
所
得
ょ
り
彼
は
其
時
沏
の

• 

必
要
な
る
費
用
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'の
利
子
の
說
明
紀
對
し
て
批 

評
を
加
べ
ん
ヒ
す
る
は
決
し
て「

時
.

(

tg'
e)
を
利
子
問 

題
に
於
け
る
^
素
€

し
セ
認
め
ん
ど
す
る
こ
ど」
に
は 

存
せ
ず
し
て「

將
來
の
時

:0
'

經
過
は
、
貯
菩
^
ょ
り
て
得 

:

も
る
べ
き
利
得
に
•對
す
る
資
本
家
の
：現
在
の
見
積
を
、
. 

箸
し
く
減
少
せ
し
び
る
^
云
ふ
こ
ど
を
、
指
示
せ
ん
ビ 

試
む
る」

に
存
す
る
こ
と
を
明
言
し
て
.j.:.B. 

Clark. 

ば

I 

B

olh
m
-
B
a
w
e
r
k

の
說
に
對
u

r !
批
判
を
加
ふ
る
に

幸

私

ち
;；
.

，

.

.

.

■

「

：
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し
も
此
假
宛(

現
:&
及
將
來
の
同
一
の
4
ノ1 ©
吣
財

n
I
M
I
M
H
U
U

手
許
に
殘
れ
る
を
見
る

。

彼
は
之
を
好
む
ま
、
に
用
ふ 

る
乙
^W

を
得
る
を
以
て
邦
れ
を
今
®
消
せ
ん
s

m
す 

る
な
ら
ば
彼
は
其
馬
琪
M
を
購
は
ん
と
定
め
る
。
M

に 

彼
ば
實
際
は
其
れ
を
將
來(

例

へ

ばI

年
の
終
り
k
於

.

', 

て)

其

同r

物
の
爲
R-
費
さ
ん
S
定
め
る
。
其
m
は
今 

日
に
於
.て
は
西
九
十
弗
の
價
値
ぁ
&
、
從
つ
て
利
子
步 

合
は
五
分
な
り
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B
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3
S) 

然
る
紀
斯
る
假
定
は
0
1叫
み
の
意
見
^
從
へ
ば
次
の 

ニ
點
に
於
て
事
實
と
異
る
も
な
り
。

⑴
眞
の
資
本
化(

或
は
資
本
形
成)

ば
永
續
的
に
し
て 

一
時
的
に
ぁ
ら
す
。
典
は
、(true 

capitaHzation

は)

斯
く
蓄
積
せ
ら
れ
た
る
元
本
を
胳
來
の
時
沏
に
於
て
消

 ̂
V
V
V
-
.

#
す
る
も

0
.
Rあ
1
1 

'其
は
其

.獲
得
せ
る
"元
本

を

佥

. 

ぐ
費
消
せ
ざ
る
の
意
思
を
以y:

貯
蒂
す
る
こ

S
に
存
す 

る
な

b
。，
若
じ
も
佘
が
今
赞
澤
を
止
め
て
其
價
値
を
余 

の
財
產
に
加
‘へ
た
る
な
ら
ば
、
i余
は
將
來
財
產
を
減
少 

す
る
の

#
:へ
を
以
て
之
を
爲
す

^
あ
ら
ず

r.
又
此
力
法
一 

k
ょ
り
で
赘
澤
を

#
ん
せ
の
ff
I
'
;_

R
て
其
を
爲
す
に
4

一
 

'ら
す
。
佘
は
典
额

4>
-
'永
久

.
に

蓄

賴

じ

て

、

*を
消

费

，
せ

：

| 

ぱ
得
ら
れ
れ
る
快
樂
を
全
く」

棄

1:
れ
る
な
り
。

* 

.

. 

f

社
龠
に
は
决
し
て
費
消
せ
ざ
る
而
し
て
常
に
利
子
を 

.獲
得
す
る
：資
本
の
.元
本
あ
る

;̂
り
。
苦
し
入
が
此
永
續• 

的
元
本
^
加
增
を
爲
す
な
ら

ば

、

彼
は
其
れ
を
自
身
の\ 

成
支
出
を
全
く
拋
棄
す
る
乙

^

Kょ
b
て
行
ふ
な
り
。 

此
は
典
形
的
資
本
家
の
爲
す
所

R

Uて
彼
は
手
附
け
ず\ 

に
遛
：ぃ
セ
總
て
の
興
黎
檄
物
と
共
に
彼
の

.相
續

^
又
.は 

'後
繼
卷

U
移
轉
せ
ん

S
思
ふ
所
の
財
產
^.
或
も
の
を
附 

饰
す
る

^
々
。(Ibid,. P. 

3
0
4

)

:-
:

:;
> 

、 

:
(2
)
然
れV

も
社
會
に
は
準
資
本
家
，

(qgsi-capitaHst)

な
る
‘：1 :

時

的

に

薪
積

す

る
人

々

の

階

鉍

ゐ

被

缚

は
 

後

に

池

費

す

る

目

的

を

以

て

今

金

额

を

潘

積
す

.る

.
な
 

り

。

之
等
の
人
々
こ

を

はー

若
し
あ
る
な
ら
ば
ー
現
在 

:

の
財
^
'
同
種
同
量
の
將
來
の
财
ビ
比
較
す
る
の
地
位
に 

在
る
な
り
パ
彼
^
は
一
般
に
彼
等
ヵI

八
九
n
i
^
T
o
r 

得

よ

り

.1

0
0

抓
を
貯
籍
す
る
.こ
€

に

よ

り

て

抛
棄
す 

る
所
の
も
の
を
知
り
、
又
彼
等
が
欲
す
る
な
ら
ば
一
八 

九
四
年
に
於
て
若
し
く
は
其
れ
よ
り
後
の
時
に
於
て
其 

额

を

费

♦し
て
全

く

同

1

の
事
物

を

講

ふ

こ

ビ
を
得
る
な 

り

'0
然
.ら
ば
彼
等
は
此
方
針
を
採
る
こV

J

を
豫
期
す
る 

.か
。
之
等
-の
人
々
す
ら
も
瑰
在
質
ふ
こ

S
を

控

へ

る

所 

の
特
別
の
、財
を

、

將
來
の
時
に
於
て
購
入
せ
ら
る
ベ
き 

全
C
同
種
類
の
財
ビ
比
較
す
る
'か
。
0
Pを
自
身
の
見 

解
：に
從
ベ
ば
之
等
の
人
々
は
ゎ
H
aB-
y d

a
y

 

(

困
窮
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.
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爲
R
貯
菩
す
る
な
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e
彼
等
は
彼
等
の
蒂
'»
物 

を
持
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必
嬰
と
す
.る
.
.に：

生
る
可
S
時
の
爲
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®
備
し
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A

あ
る
な
.り
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茈
常
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所
得
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ざ
る
時
は
貯
菩
は

笫
十
I
 

(
n
.

六
五)

雜

錄

刺
子
驚
Q

i
に
關
す
る
ボ
エ
ム
•
パv

h

 v

ク
と
ク
？

ク
I

I

第
八
號
.

5

m



十

五

卷

(
一

M
\

s

雜
錄
求
子
說
明
の
甚
礎
に
關
す
る
が

h

ム
•

バ
グ

H

ザ
ク
と
ダ
，
1

ク

論

爭

.
第
八
號

弓
出
^
.
.れ
.•$
る
.可

ら

ざ.る〗

な
6
,

219

彼
等
の
甚
金
を
蓄
積
. 

す
る
は
之
等
の
時
期
を
豫
期
し
て
の
事
な
y

o

然

ら

；
ば

「

彼
等
は
彼
等
の
.一
時
的
.の
資
本
を
得
ん
が
.

爲
に
、
彼
等
が
今
所
有
せ
^
し
て
間
に
合
ふ
所
の
物
其

も
の
を
得
ん
こ
^
を
期
す
る
か
？」

又「

彼
等
は
現
在
の

财
ょ
り
得
ら
る
、
利
益
を
同
稲
同
暈
の
將
來
め
財
ょ
り

#
ら
る
S
所
の
其
れ
ど
胸
中
に
て
比
較
を
爲
す
か
？」

ど
云
ふ
に
ぬ
し
て
然
ら
ず
し
て
彼
等
が
今
日
之
無
く
し

て
濟
む
所
の
も
の
は
彼
等
が
数
揮
品
ヒ
し
て
m
視
す
る

所
の
成
も
の
な
&
。

而

し

て

彼

'等

が

將

來

買

は

ん

芒

欲

す
る
所
の
も
の
は
生
活
必
要
品
め
^
る
も
の
な
り
。
被

等
.が
今
.日
抛
棄
す
.る
反
0
も
.
.の
e
將

來

購

入

せ

ん

.ど

豫

.

.

期
す
る
所
の
も
の
ど
の
間
の
著

し

き

相

違點
が
、
彼
等

び
ff
l
®

一
 
.時
的
の
資
本
を
*
積

す

る

^
Jに
對
す
る

®
機
.ど
な
る
な
^
:

%

實
際
.彼
等
は
.今
日
存
在
.す
る.

a
s
u
m

.o
f wealth

を
將
來
用
ひ
ら
るV

.

き
同
じ
額
S
比
缺
す
る 

S
 -*>,

°
二 
個
";0
..額
を，？sc:0 
す
る
方
法
.

i_i+

對 
i 

t
v
.
雜
は
-«.
 J

1
〇
四 

財
を
代
表
す
ど

つ

の

：時?<
:

於

て

彼

等

か

金

く

異

り

た

ふ
 

云
ふ
事
實
な
b
.。(

^
s:
で
で
，
CK
)
0
A
.
的)

B
6
h

日
-

B
a
w
e
r
k

の
斷
定
が
右
の
一
一
點
に
於
て
事
實
ビ 

異
る
も
：の
な
り
？
す
れ
ば
資
本
家
の
行
は
んV

す
る
ブ 

P
グ
ラ
ム
も
亦
從
つ
て
變
せ
ざ
る
を
得
ず
。
即
眞
の
資 

木
家
は
彼
の
.元
本
を
全
く
費
S
んVJ

す
る
も
の
に
あ
ら 

t

彼
は
現
在
の
財
を
將
來
0
財
ビ
總
て
の
類
似
點
R
 

於
て
比
較
す
る
の
酒
由
な
し
。
彼
が
現
在
の
則
S
同
種 

の
將
來
.の
財
S
を
觀
.察
し
得
る
は
、
唯
彼
が
現
^
貯
蓄 

し
居
る
所
ピ
同
一
の
金
額
を
或
.'時
に
於
て
消
1
す
る
の
. 

考
ベ
を
廻
ら
し
居
る
が
故
な
り
0S

資
本
家
は
彼
の
貯 

菩
y
費
消
は
す
べ
し
。
然
れ
r
も
彼
の
之
を
爲
す
理
曲 

は
彼
が
今
日
貯
蓄
を
以
て
購
入
し
得
る
所
の
も
の
ょ
b
 

1

‘層
遥
か
に
必
要
な
る
物
を
買
入
るA

を
必
耍
ビ
す
べ 

し

ビ

云
ふ
事
實
な
從
つ
て
同
種
同
量
の
現
在
及
將 

來
の
財
の
比
較
は
自
ら
念
ff
l
k
,上
ら
ざ
る
な
り
。(Jbf d,.

W
V
M
V
. 

^
w
o
^
l
^
y 

- 

.■ ■ 
- 

, 

■ .

1

も
人
々
が
現
在
に
於
け
る
或
現
象
を
將
-*
に
於
て 

豫
想
せ
ら
るA

或
他
の
現
象
S
比
較
す
る
方
法
が
'利
子 

"
:硏
究
上
樣
最
せ
ざ
.る

可

ら

';
^
.る
へ
极
本
的
事
實
な
h

,

..°
:. 

(Ibid, 

p. 

3
0
6
)

然
る
に 

B

oih
^
-
B
a
w
e
r
k

 

が
前
述
の
如 

く

に「

利
子
を
現
實
R
生
活
上
に
行
ば
れ
ざ
る
比
較
の 

b
 
二
*
け
し
こ
と」

は

0
矿
1-ド
の
意
見
^
ょ
れ
ば
'

B
5
h
m
-

 

B
a
w
e
r
k

の
定
_
迄
遡
り
得
る
な
七
。
■
後
者
はoapital 

€

rha
p
i
E
-
g
o
o
d
s

ビ

を
同
一
視
し「

永
久
的
元
本
又
は 

貨
幣
に
表
は
し
得
る

.

I

現

:®
に

貨

幣

に

表

は

さ

れ

ず
 

:

す

も

—

^

本

の

普

通

の

«
際
的
槪
念
に
代
ふ
る
に
具 

.體
的
財
の
槪
念」

を
‘以
て
せ
，し
な
b
。
.
經
濟
學
が
煩
は 

3

れ

し

多

數

の

f
u
n
d

 literature

の
如
き
資
本

I.
 

,
 

: 

•
 

•
 

•
 

"
■
•
•
•
•

 

•
,

.
ミ
資
本
財
ビ
を
混
！

l
i

せ
し
最
も
大
な
るj

結
果
た
る
な

h
:
o
:
;:
:
'l 

. 

:

._ 

. 
:

..

-
. 

.
 

.

.

. 

, 
.

.

.

.

.

.

. 

+
 

、

■  

■  

: 

' 11
.

:
‘

：
.：

：

' 

,

,

以
上
述V

し

が

如

き

Q
a
r
k

の
批
評
に
對
し
て 

B
6b

m
-
B
a
w
e
r
k

は
如
何
な
る
態
度
を
採
^
'し
か
。彼
自

身

の

說

_

!:
;
よ

.^
ば

彼

は

決

し

：
て

o
l
a
r
l
c

敎

授

ビ

相

反
 

す

る

が
如

&
意

見

を

抱

か

ざ

り

し

も

の

に
し
て

、

其

は
 

彼

がQ
a
r
k

の
例
を
引
用
し
て
包
6
の
說
も
全
く
之

 ̂

同
樣
な
る

旨
を
述

ベ
し

こ

ビ

に

よ
り
て
も

知
ら
れ
、

X 

旣

に
 Positive 

T
h
e
o
r
y

 

に

於

て

-
M
o
n
e
y
s

 

を
用
ひ
て
現
在
の
財
ば
將
來
の
財
X
 

b,
價
値
多
し
と
云 

ふ
句
を
說
明
せ
し
こ
€
に
よ
り
て
も
知
ら
る
、
な
り 

然
^
ど
も
尙
ほW

o.h
m
-
B
a
w
e
r
k

の
意
見
に
從
へ
ば 

C
l
a
r
k
.

の

用

；St2
る

例

は

嚴

密R
云

は >

 
現

在

及

將

_來 

の
財
を
比
較
す
る
の
場
合
^
ぁ
ら
す
し
て
唯
、

一
財
の 

1
在
及
將
來
の
觀
用
及
富
の
同一

の
金
额
を
比
較
す
る 

の
場
^
な
り
® 

3れ
ど
其
极
本
的
思
想
は
兩
者
の
場
合 

に
於
て
同1

な
.
b 

W

て
其
の
例
に
よ
り
て
0
說
を
述
べ 

;

て
日

く

「

貯
菩
す
る
所
の
人
は一

l
〇
〇
3H
i)
>
彼
に
i
h
y 

て

 ̂present dollars 
p 

€
し
て
現
在
消
费
す
る
な
‘し
ば 

大
な
る
^
傻
を
有
す
る
か
、
或
は
ニ future 

doilars^ 

-
.
€し
'て
降
來
.用
ふ
：る
爲

R
保
存
す
る
な
ら
ば
大
な
る
惯

.第
十
I

2

.1

六
七

)

雜

條

，
利
子
就
明
の
藤

_

に
關
4

る
ボ
エ
ム
，
パ
ダ
千
シ
ク
と
ク
ラ
ー
ク

^

の
論
爭
_
第

八

號

1

〇
五



第
十
五
卷(

1
1

六
八)

.雜
'
錄
：
利
子
說
明
の
热
礎
に
關
す
る
2
 <

•
バ
ゲ
工
)v
f

ク
ヲ
丨

値
を
有
‘す
る
か
を
評
價
す
べ
し
。
貯
蓄
す
る
人
は
彼
が 

现
庇
に
於
て1
一〇
〇
如
^
對
し
て
得
可
き
所
の
限
界
的 

-

使
用(

m
a
r
g
i
n
a
l
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
)

 
ノ
を
此
評
價
の
前
半
に
於 

て
考
察
す
る
な
.る
ベ
し
ど
云
ふ
こ
ビ
は
明
か
，な
b

。'
然 

れ
ど
^
余
が
反
«
詳
述
せ
'し
が
如
く
次
0 .
事
も
亦
自
ら 

明
か
な
h
。'
邶
此
評
憤
：の
後
■

於
て
將
來
の
财
を
評 

憤
す
名
^
際

ム

て

は

.
、

貯

蓄

を

爲

す

人

は

現

在

^

‘̂

る 

彼
の
必
姿
の
狀
態
を
考
察
す
る
こ
と
な
く
、
而
も
^

の 

筲
.の
金

，額
が
用
ひ
ら
る
、
將
來
め
時
期
^
於
け
る
需
耍 

ど

供

給

の

間

^
於
け
る
關
係
^.
考
察
す
ベ
し
。
^.
^
 

故
困
窮
の
日
の
爲
に
き
蓄
す
る
人
は
、
彼
が
將
來
の
& 

. 

_

る
.時
期
に
於
て
滿
足
せ
(.
:
•む
る
爲
に〗 

一O

O

Iを 

.用
ふ
：る

所
；の
其
れ
等
の
必
要
な
る
慾
望
を
、
彼
の
誶
價 

の
基
碰
ビ
な
す
べ
し
。
而

し

ヤ«

C+
-
S0 capitalist 
 ̂

 ̂

.類
似
せ
る
方
法
に
於
て
將
來
の
利
子
卵
得
の
價
値
を
、
：
.

各

週

：の

必

要

な

る

或

は

肩

用

な

る

貨

物

丨

其

れ

等

の

も 

の

ば

將

來

の

該

W

期

R

於

；̂
^

?

；̂
.

の
；全

所

得

：®

：;

ク
ミ
の
論
带
第
八
號
一
〇
六 

從
ひ
て
、
彼
に
ビ
り
て
ゆ
獲
得
し
#
る
物
の
限
界
に
存 

す

る
も

の

I

に

ょ

ぅ

て

郎

價

す

ベ

し

。(

w
o:
tT
*
p
,td
^

^

^
 

T々
h
e

 

Positive 

T
h
e
o
r
y

 

of 

Capital 

s
d 

its 

critic^ 

Q
u
a
r
t
e
r
^
J
o
u
r
n
a
l

 

of E
c
o
n
o
m
i
c
s
,

 

v
o
l
.
I
X
,

 

pp.

1
1
5-1

1
7
)

!

方

に

於

て

Q
a
r
k

敎
授
は
如
何
に
し
て
次
の
如
き 

奇

妙

な

る

結

論

丨

余
の
說
に
從

ひ
晚
蓄
す
る
所

の

人

は
 

driving 

の
價
値
以
外
の
何
も
の
も
將
來
に
對
す 

る
考
量
中
^
入
る
、
-j

ビ

を

#
ざ
る
こ
ど
及
其
貯
蓄

 ̂

ら

れ
た
る
額
は
其
後
永
久
に
斯
る
塢
の
»
入
に
充
て
ざ
•■ 

る
可
ら
ず
ビ
云
ふ
こ

ビ

ー

に
來
b

し
か
ビ
云
ふ

こ

ど

は
 

佘

に
V 」

り

て
神

秘

な

る

こ

ど

な

り
。
此

結

論
は
實

策

彼
 

の
例

に

於

て
も
余
の
學

說
に
於
て
も
何
等
の
根
據
な
き
 

が

如

く

思

は
る
、
な

-

cs 
o
又
其

例

^
於

て
も
根
_

な
し

。 

何
ど

な

れ

ば

其

れ

^
於
て
は
股
蓄
せ
ら
る
ベ

き
具
溃
的 

の

現

抵

の

財

は

.埸

取

馬

に

あ

ら

中

し

て

•ニ

〇

〇

®

な
^

，
の

被

將
U來

の

谦
.卿

观

に

，
於

，？
^

?

:彼

，

O
:

全

观

：得
：
®

狀

態

に

ば

队

办

。面

し

t

余

の

學

說

じ

於

て

、
■
若

し

余

於

^

^

I

へ
 

反

將

长G

財

の

比

較

に

際

し

て

常

に

其

兩

者

に

翁

し

て

V
-

w

b

こ

®

く

言

s
?
-

り

，。

皮

：

し

ぐ

女

P

す

3

诉

り

同
：一

の

利

用

を

考

量
0
中
に
入
れ
ざ
る
可
ら
ず
ビ
敎
ふ 

る
な
ら
ば
斯
る
誤
解
も
是
認
さ
る
、

を
得
可
し
。
然
れ 

V

も
既
R
述
ベ

し
が
如
く
^

は
此
反
對
を
說
け
る
も
の 

に
し
て
、
余
の
說
に
よ
れ
ば
現
在
の
.財
が
將
來
の
財
よ
：
 

り
優
れ
る
こ
^
は
、
何
人
も
一
般
に
異
り
た
る
利
用
を 

鴆
し
得
る
こ
ビ
及
其
人
が
或
將
來
の
時
期
迄
は
自
t f
l

に 

」

處
分
す
る
と
ヒ
II
は
ざ
5
所
の
同
じ
分
量
の
財
を
利
用 

し
得
る
.よ
6
も
實
際 

一
»

«
利
*
る
利
用
を
爲
し
得
る 

^
云
ふ
事
實
.に
.
*け
る
な
り
.」(

?

Q:
> p
p
'
1

1

ロ̂
00
.

)

:
斯

く

て

B
6
h
m
-
B
a
w
e
r
k

は

C
l
a
r
k

の
非
難
は
全
>
、 

其
.誤
解
に
因
*
す
る
も
の
な
る
こ
ビ
を
說
さ
彼
の
例
に 

於
て
も
又
學
說
に
於
て
も
斯
る
說
明
を
與
へ
た
る
こ
ヾ
し 

な
き
を
if
明
せ
り
。
而

し

てQ
a
r
k

敎
授
の
反
對
は
果 

し
て
那
邊
よ
り
生
七
た
.る
か
を
樂
酸
し
て
日
く「

Clark 

敎
授
は
彼
の
反
對
は"

t
i
m
e

ギ
を
利
キ
問
題
に
於
け
る 

要
素v

>

し
て
認
め
る
ビ
云
ふ
こ
ビ
に
對
し
て
に
あ
ら
す

丨

丨

か

に

述

べ

居

れ

り

，
"

彼

が

烈

し

ぐ

攻

權

す

る

所

の
 

命
題
丨
現
在
の
財
は
同
#:
同
*
の
0

^
の
財
ょ
り
も
偵 

値あ云ふ命
題

—

に
於
'て
其
最
後
の「

同
種
同
量」

 

S
云
ふ

數

語
が
特
R

C
l
a
r
k

敎
授
の
反
對
を
惹
起
せ 

る

^'
b

L.
0(

I
b
i
d
, 

pp. 

I
T

00-II9
)

然
ら
ば
現
在
の
財
は 

將
來
の
財
ょ
b
大
體
半
均
し
て
一
層
憤
姐
あ
り
ど
云
ふ 

命
題
に
對
し
て
彼
は
何
故
0

1

1の
誤
解
S
反
對
e
を 

*
起
す
所
の
制
限
即
-.
ニ ike 

k
i
n
d

 

a
n
d

 

quantity 
2 

な 

る
制
限
を
附
す
る
や
。
之
k
對
し
て
答
ふ
る
彼
の
越
由 

は

極

め

，
て

節

堪

な

>
。
即

.

「

其
命
題
の
後
半
な
く
し
て 

は
其
前
半
が
理
解
さ
る
、
を
得
ざ
‘
か
、
或
は
完
全
な 

'.
'ら

ざ

る
ベ
し

」

S
去

ふ
^
あ
b
。
鸾

し

玆に
實
際
表
は
さ 

る
.

ベ
§
思
想
.は「

時
差(

&1
^
ョ

1̂
 of t

i
m

e.
が
現
在
の 

財
に
對
し
て
將
來
の
財
以
上
に
饞
越(

s
u
p
e
H
o
r
i
t
y
)

を 

丨
與
ふ」

ビ
’云
ふ
こ
^
な
れ
ば
な
り
。
即
斯
る
思
想
を
表 

は
さ
ん
.が
爲
に
は
或
前
提
を
必
要
ど
す
る
も
の
に
し
て 

之
を
波
の
：見
解
に
從
ひ
て
示
せ
ば
次
の
ニ
點
ミ
な
る
ベ

.第
十
五
.卷

C 
一. H

ハ
九)

雜

錄

利

モ

^
明
の

^
礎

|1
關

す

石

ポ

エ

ム

ス

ゲ

エ

ク̂

^
グ
？

ク

ミ

の

論

爭

第

八

號

1
0

七



箱
十
五
#

(
1
1

七

o)

雜

錄

浓

平

說

明

の

^
碟

に

關

マ

^
が

H
A
Oパ
^
エ
ル
ク

^
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I
例
を
擧
ぐ
れ
ば
親
在
の
金
剛
石
が
將
來
の 

礫
，«
ょ
6
も
價
値
多
し
S
云
ふ
#
實
は
此
優
越
ビ
何
等 

の

關

係

な

こ

^
、
現

在

.0
ニ
千
卵
が
將
來
の
1
.千
卯 

上
々
も
：|

層
憤
値
あ
b
ビ
云
ふ
事
實
が
之
^
關
係
を
有 

せ
ざ
る
ど
同
樣
な*C\ 

0

(

ニ)

此
優
越
は
、
現
在

の一

千
邵
が
將
來
のt

千
卯 

ょ
り
も
價
値
多
し
ど
云
ふ
こ
ビ
或
は
現
在
の
十
噸
の
鐡
，
 

は
將
來
の
十
*
の
鐵
ょ
り
，も
價
値
多
し
ビ
云
ふ
記
述
の 

中
に
最
も
よ
く

吟
味
せ
ら
れ
而
し
て
描
寫

せ

ら

る

、
な
：

換
言
す
れ
ば

「

時
差
が
現
在
の
財
に
對
し
r
將
來
の 

財
以
上
k
與

ふ

る

所

の

•優

越

を

明

か
^
且
正
し
く
表
は 

す
が
爲
に
.は
人
は
同
樹
の
物
€
物
ビ
を
比
較
せ
ざ
る 

可
ら
すー

例
べ
ばdollars

とdollars

に

し

.Tdiamonds 

 ̂P
e
b
b
l
e
s

ご
に
ぁ
ら
ず
ー
而
し
て
同
.1
の
物
を
比
陂

2
, 8

0

に
あ
ら
ず」

其
れ
故「

此

•ベgo
o
d
s

 

o
f H

k
e

 

kind 

a
n
d

 

q
u
a
l
y
s

ミ
云
ふ
補
充
ば
論
理
的
に
も
必
盤
な 

る
も
の
な
b
o」(

*g
d
, p. 

1
1
9
)

.

彼
は
亦
斯
る
必
要
な
る
•補
充
はr

如
何
な
る
他
の
形 

式
に
於
て
も

同
樣
に
IE
し
く
表
は
さ
れ

得
る
も
の
な
る 

を
信
#'
ざ
る
こ
.ビ」

を
附
加
し
て
日
く
.「

特
に
相
互
に 

S
し
て
へ
へlike .sums 

o
f

 w
ealth

ご

(

富
の
司
«
ン
り
弋 

に

。like 

s
u
m
s

 

of v
a
l
u
e
s

 

(

價
値
の
同
额)

を
镫 

か
ん
^
す
る
こ

^
は
認
め
難
き
こ
ど
な
る
べ
し
9
何
S 

な
れ
ば
現
在
の「

價
値
*」

(
s
u
m

 

of v
a
l
u
e
)

の
«
«
を 

表
ば
す
鴒
^
人
は
、
或
現
在
の
.價
値
は
同
じ
大
き
さ
の
：
 

將
來
の
價
値
ょ
り
一
層
大
な
b
ビ
云
ふ
、
論
理
的
に
矛 

盾
f
る
斷
定
を
爲
さ
>
る
可
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
即
論
® 

的

，疋

確

に

.關

し

て

は

一

封

度

の

鐡

は

一

封

度

の

羽

毛

ょ 

々

重

し

ど

云

、
ふ

人

ロ

^
膾
灸
せ
る
諧

«
的
の
斷
定
$
決 

し
て

異
ら
ざ
る
所
の
命
題
を
爲
さ

V
る
，
可
、bざ
 ̂

X 
V

P；

H
vo

3

r\
H
cr

■0.

即 

w

oih
m
-
B
a
w
b
r
K
,

は 

Ciaxk 

が

like 

W
U
3
S 

o
f 

wealth 

の
^
,
-
o
-
k

like 

s
u
m
s

 

o
f

 value 

を
ft
か
ん
ビ 

す
る
を
反
駁
せ
P
O 

彼
を
し
ヤ
#

は
し
ぴ
れ
ば
現
在
の 

M

?

將
來
の
坶
準
S
拉
比
蛱
し
て
現
花
の
方
が
•俄
値 

多
し
S
言
ふ
乙

£
を
得
れ
ど
も
價
値
に
於
て
現
在W

將 

來
ビ
を
比
較
す
る
も
兩
激
相
等
し
き
も
の
な
る
以
上
一 

方
が
他
方
よ
りg

r
e
a
t
e
r」̂

b
ミ
云
ふ
乙
ビ
を
得
ず
ぞ 

な
せ
り
。
藍
し
現
在
の
<
な

る

3
1
1
1
?
は
將
來
の
<
な 

.るvalue 

€

此
被
し
て
大
な
る
‘ J.yJ

も
小
な
る
こ
ど
も 

な
く
全
ぐ
相
等
し
け
れ
ば
な
り
。
典
，が
抽
象
的
な
る
以
_
. 

上

相
等
し
き
偾
値
以
間
紀
大
小
ぁ
む
ビ
云
^

乙
と
は
論 

理
的
矛
盾
な
b
と
沄
ふ
；な
6
。
.而
し
て
彼
が
馬
取
^
馬 

11
£
ー
ビ
を
比
較
し
炎
る
時
現
花
の
も
の
は
吣
双
の
も
の
よ 

彡
も
早
く
利
用
^
る
、
こ
S
を
得
又
其
他
前
に
述
べ
し 

が
如
き
.理
由
に
よ
h
て
I現
#

の
馬
輿
は
將
來
の
其
れ
よ 

ら
も
價
値
多
し
£
云
ふ
な
り
。
勿
論
其
摇
車
.の

0.
0
1
1
|
' 

€ 

dollars 

. €
を
比
較
す
る
も
の
な
れ
ど
も
其
馬
車
ビ

云

ふ

具

體

物

0'
ゐ

b
て

こ

そ

比

較

？

る

、

も
0
じ

し

て
 

抽
象
的
の
く
巴
运
は
比
&
あ
る〜
を
得
す
と
云
ふ
も
の 

、
如
し
。
然
れ
ぐ」

も

0
1ぢ
マ
と
雖
全
然
柚
象
的
の
良
g
 

の
.み
を
比
較
す
る
に
.は
あ
ら
ざ
る
ベ
し
。
.W
彼
は
®.
if 

比
較
せ
ら
る
S
も
の
は
同
.一

の
具
體
的
財
に
非
ら
ず
し 

.

.て

其

は

全

，く

異

れ

る

財

.の
‘

I

一
個.の
金
額
な
b
ビ
言
ふ
な 

>
9
0 

•

• F. 

A
;

 

Fetter

は
此
'點
fc
關
し
て
述
ベ
て
日
く 

the 

te
c

h
n

ic
a

l  

s
u

p
e

rio
rity

 

Q
:f  

p
re

.s
e
n
t  

g
o

o
d

s

 

o
v

e
r  

fu
tu

­

re g
o

o
d

s
》
(

現
在
の
財
は
將
來
の
財
ょ
h
技

術

的

^

優
 

る
}
^
.云
ふ
旬
の
中
に
，は
、
其
れ
等
の
.財

ヵ

《
d

o
lla

rs

は 

.を
意
味
す
る
も
の
ミ
爲
さ
る
>，場

合

に

於

て

.
、

如

何

な
 

'S
倉
味
の
.存
す
る
や
。
用
ひ
'ち
る
、
現
在
の
1»
か
ヽ
普 

通
の
場
合
^
、
'個

々

の

生

產

者

に

：：ょ

6

て
保
持
せ
ら
れ 

，.ざ
る
或
は
社
會
R
ょ

り

て

.用

ひ

盡

く

さ

れ

ざ

る

逝

货 

(c
irc

llla
iin

g

 

m
u
i
u
旦

ど

し
て
考
へ
ら
る
、
場
合
に
於 

て
は

其
：は
確
に
極
め
.て
異
b
た

る

外

の

.̂
の
を
意
.味
す

笫

十

五

卷

2

一
 

七

！)

雜

錄

利
子
訛
叻
の
恶
礎
に
關
マ
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十
五
怨C

I

一
 
七一D

,

雜

錄
刺
芊
脱
叨
の
游
礎
1
1關
す
る
'.ポ

H.

ム
，
パ
ダ

H 

Vク
と
ク
ヲ
I
ク
と
の
論
爭
第
へ
拙I 

j 

0

る
な
り
o

®
際

は

B

oll
l
m
-
B
a
w
e
r
k

一

は

資

本

に

關

す

る 

一
一
つ
の
異
り
た
る
概
念
を
用
ふ
る
の
普
通
の
誤
9
に
陷 

れ
る
な
レ
。
而
し
て
最
始
の
攻
擊
に
於
て
支
持
す
可
ら 

ざ
る
地
位
に
狂
る
を
發
見
甘
ら
れ
た
る
な
&
。J(Fe:tter, 

 ̂Ke
c
e
n
w

 

Discussion 

o
f

 the Capital, c
o
n
s
c
p
t
。
q
u
a
n

 

Jour, 

of 

E
C

O
.,  

V
O
L

 

x
v
v
p
.
s
o

 

.

「

同
.柳
同
量」

とi
K

ふ
補
充
語
の
必
耍
な
る
所
以
を
論
：
 

述

せ

しB

olb
m
-
B
a
w
e
t
k

:.
は

斑

に

鲦

先

を

轉

じ

，て

「

自
 

身
の
辯
議
ょ
り
し
て
尊
敬
ず
る
反
對
渚
哚
其
れ
に
»-
す 

る
攻
擊」

に
移
れ
り
。I

I

# :
を
强
め
て
替
ふ
n

o

l敎 

授
は
S
前
に
引
用
せ
し
比
較
は
認
め
難
き
形
式
な
る
こ 

£
を

恐

ら

-
く

念

頭
^
有
せ
ら
る
可
し
ど
は
余
が
正
に
述 

ベ
し
所
な
り
。(

然
れV

j

も)

‘余
は
玆
に
何
等
斷
言
す
る 

を
得
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ばC

l
a
r
k
,

敎
授
は
此
1

ふ——

を
選
擇
し
て
使
用
し
居
れ
ば
な
り
。
之
は
府
の 

額
ビ
同
時
に
價
値
の
額
も
意
味
す
べ
し
。
然
れ
ど
も
余 

は
、之
等
の
事
情
の
下
^
於
.て
苏
し
もQ

a
r
k

敎
授
が 

..彼
0
意
味
す
る
所
を
班
確
に
限
定
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な 

&
ば
、.彼
は
IE
し
ぐ

余
が
斷
定
す
る
所
を
斷
足
す
る
か 

或
は
確
か
に
誤
れ
る
或
物
を
斷
定
す
る
か
典
何
れ
か
を 

爲

る

■可
ら
ざ
る
ベ
し
云
.，.ふ
■こ
^
は
、
猶
こ-

王
.K 

し
得
るW

思
ふ
な
.办
。何
と
な
れ
ば
彼
は
彼
の

a
m
o
u
n
t

of wealth 

•
に
ょ
り
て
財
の
高
を
意
味
す
る
か
、
或
は 

價
値
の
•高

(

s a
m
o
u
n
t

 

o
f 

valu
e
)

を
意
^
す
る
か
な 

ら
ざ
る
可
ら
ざ
れ
ば
な
ぅ
。
而
し
て
前
の
場
合
に
於
て 

は
、
®か
現
在
の
財
の
優
越
を
示
さ
ん
S
す
る
な
ら
Hr
、
. 

彼
は
必
ず
興
比
較
の
半
に
於
て
同
a

同
©

の
財
を
參
考
，
 

せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
な
り
。
然
る
に
後
の
場
合
1(
:
^
て
は

に
關
し
て
疋
權
な
る
說
明
を
避
け
て
ニ
重
の
解
釋
の
認
或
一
定
の
現
在
の
價
値
が
等
し
き
大
き
さ
の
將
來
の
®

め
ら
る
>
漠
然
尺
る
言
葉
.

s
u
m

 

o
f 

.wealth 

(

富
.

.
値
.の
高
よ
^
'
.大
な
、

し
云
ふ
斷
足
は
疋
に
批
判
せ
し
自

,
の
ぃ^
;
.
,
>
:
^
^

は

-
Bnr̂
. 

ôrnr,
 

0
 

.

^

v

i
u 
0 

rn̂ 
o,IUA..Ĥ
M̂t 

.
^
V
K 

M
U
N
O
V 
-
L
v 

>

は
，余
自
身
の
'個
.人

的

の

：判

斷

を
'述

べ

る

に.遇

ぎ
s

/い
o 

余
S

全
然
違
つ
^

意
見
を
«:
れ
れ
る
多
ぐ
の
有
能
の
±

t

彼
はo

l
p
r
l
c

が一 T

重
0

解
释
の
.許
？
ぶ
、
辕
■然
れ
る
- 

意
韻
を
有
す
る
用
語
を
採
り
し
を
非
雛
し
斯
る
批
剑
は 

:

亦Q
a
r
k

の
資
本
槪
念
の
全
體
に
對
し
て
も
加
ふ
る
を 

得
べ
し
匕
論
ぜ
り
。

(

未
完

)

經

濟

史

硏

究

は

就

む

て(

ニ)

野

村

兼

太

四

「

然
し
斯
く
の
如
X
休
戰
し
た
ビ
云
つ
て
も
そ
れ
は 

確
に
そ
れ
^
就
い
て
各
^

1
0意

見

を

求

め

て

居

る

，學

生

: 

fc
、
.そ
れ
等
を
明
白
ド
說
BI
I
す
る，j

ビ
>

#
人
の
誰
か
卜 

>

ik
tf
‘ベ
.き
も
の
で

_

い
o 
0
て
：殊
R
あ
る
者
の
地 

位
を
、
新
大
陸
に
於
い
て
新
し
い
義
務
を
引
受
け
る
や 

ぅ
に
す
る
機
會
は
極
め
て
稀
で
必
る
か
ら
、
此
の
場
合 

は
明
に
.例
外
に
入
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
又
次
ぎ
®
: 

ゃ
ぅ
な
こ
せ
を
記
|1
し
て
骰
1/
»
て
«
ひ

れ

ぃ

：
。
‘
即

も

余
の
居
ら
れ
；る
と
も
イ

I分
ょ
く
知
•つ
て
居
る
。
余
の
云 

ふ
^
こ
る
を
聞
き
、
直
ち
に
去
.つ
て
他
の
方
而
を
明
究 

す
る
者
の
_存
す
る
こ
ど
は
十
分
あ
り
得
ベ
き
こ
S
で
あ 

る
。
而
し
て
其
の
人
々
は
さ
ぅ
す
る
の
が
い
N
の
で
あ 

る
？
尙
ほ
佘
に
提
議
せ
ん

ビ

し
て
來
る

有
能
な
且
眞
k
 

用

意

せ

る

心

，の

，圓

熟

せ

る

.學

生

に

^

ぐ

べ

き

こ

と

は

略
 

々
次
ぎ
の
如
き
.も
'の
.
'で
あ
'■る
。

f

云
.ふ
起
も
な
ぐ
諸
君
ば
す
で
^
經
濟
學
に
あ
る
注 

意
を
挪
つ
て
居
る
。
學
說
の
重
な
る
輪
廓
、
例
へ
ば
ジ
ョ 

ン
、
ス
チ
ユ
ア
ト
、
ミ
ル
^
侬
つ
て
述
べ
ら
れ
た
や
ぅ 

«
'も

の
.を
«,
知

し

て

居

，る

。

.，
又

：
ァ.ダ
.ム
、
ス
ミ
ス
.か
ら 

ミ\

迄

の
經
濟
史
及
び
、、、
ル
時
代
以
後
の
發
展
の
大
喪 

を
幾
ら
か
知
つ
て
居
る
。
若
レ
も
此
0
準
備
む
®
際
未 

だ
得
.て
居
な
か
の
な
&
余
：は
.そ
れ
を
得
る
.や
ぅ
に
忠
吿 

す
る
。
其
.の

硏

究

は

諸

，君

に

後

に

便

刺

で

あ

る

や

う

な

第
十
五
#
 

(
1
i

七
三)

0 

0
-
,

經
濟
史
硏
究
じ
離
い<

第
八m


